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子ども発達支援専門員 養成講座 説明会
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〜発達障害支援コース/アセスメント支援コース/家族支援コース〜



2

こども発達支援研究会の活動

研修事業 研究事業

職員育成事業
子ども発達支援専門員

コミュニティ事業
こはスク



自閉症・情緒障害
平成22年55,782人
令和2年151,141人

知的障害
平成22年80,099人
令和2年138,232人



注意欠陥多動性障害
平成18年 1,631人
令和2年 24,709人

学習障害
平成18年 1,351人
令和2年 22,389人

自閉症
平成18年 3,912人
令和2年 25,635人

情緒障害
平成18年 1,943人
令和2年 19,155人
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支援者養成の課題

特別支援の現場では知能検査の知見は必須
→現場の研修が追いついていない（福祉現場はさらに過酷）

こはスク
→支援者のオンラインコミュニティ

参考：通級指導教員42名へのアンケート（前田,2023）



【2025年開始】
子ども発達支援専門員養成講座 概要

発達障害支援コース

アセスメント
支援コース

児童福祉
コース

学習支援
コース

運動療育
コース

不登校支援
コース

授業UD
コース

家族支援
コース

ことばの発達
支援コース

機関研究員養成コース

基礎編

発展編

活動の幅を
広げたい方へ

開発中
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年4回/3か月毎に開講

冬の養成講座
（1〜3月）

春の養成講座
（4〜6月）

夏の養成講座
（7〜9月）

秋の養成講座
（10~12月）

◯ 期間：3ヶ月間
・1月12日（日）：講座開始
・3月28日(金)：講座修了

◯場所を問わず参加可能
・Eラーニングとオンラインワー
クショップを修了すると卒業
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子ども発達支援専門員養成講座の特徴

エビデンス×現場での活用

ニーズに合わせたコース設定

オンラインで全国どこでも学習可能
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子ども発達支援専門員養成講座の特徴
〜エビデンス×現場での活用〜

学術の知見を持った教育・福祉・医療
のメンバーが開発

現場で困りやすいポイントを押さえた
カリキュラム
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子ども発達支援専門員養成講座の特徴
〜ニーズに合わせたコース設定〜

特別支援学校教員免許
公認心理師、医師

作業療法士、言語聴覚士など

急増する発達障害の分野に特化した
国家資格（準ずる資格）が存在しない

現在、文科省・厚労省が検討している発達障害
に特化したカリキュラム案を採用（さらに改良）
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子ども発達支援専門員養成講座の特徴
〜ニーズに合わせたコース設定〜

授業UDコース
（合理的配慮）

発達障害
支援コース

第１層
（全ての子どもを対象）

第2層
（取り出し指導/通級）

アセスメント支援コース
学習支援コース
不登校支援コース

児童福祉コース
運動療育コース
家族支援コース

ことばの発達支援コース第3層
（個別支援/福祉・医療）

RTIモデルに対応した構成
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子ども発達支援専門員養成講座の特徴
〜オンラインで全国どこでも学習可能〜

E-learningコース
※一部リアル開催あり ワークショップ演習コース



発達障害支援コース アセスメント支援コース
発達障害支援概論 発達支援におけるアセスメントの理論①

応用行動分析概論 発達支援におけるアセスメントの理論②

認知行動療法概論 WISCの理論

自閉スペクトラム症概論 WISCの解釈と実践

ADHD支援概論 SP/感覚プロファイルの理論

限極性学習症の支援 SP/感覚プロファイルの 解釈と実践

知的障害・知的発達症の支援 適応行動の理論

コミュニケーション症の支援 適応行動の解釈と実践

チック症・トゥレット症の支援 個別支援計画の理論

発達性協調運動症の支援 個別支援計画の実践

二次障害概論概論 自立活動/児童発達支援ガイドライン

行動観察/事例検討① アセスメント演習①

行動観察/事例検討② アセスメント演習②

Eラーニングカリキュラム

基本知識はEラーニング
（1回:10~15分）

講座毎に確認テスト
（複数回受講可能）
→知識の定着

演習で実践的な知見
を学ぶ



家族支援コース（ペアトレ） 機関研究養成コース
保護者支援の理論 （初回）講師ミーティング

ペアトレ概論 発達支援の倫理①

ペアトレ①「行動を３つに分ける」 発達支援の倫理②

ペアトレ②「望ましい行動への対応」 事例検討概論①

ペアトレ③「できればやめてほしい行動への対応」 事例検討演習②

ペアトレ④「やめてほしい行動への対応」 フィードバック概論①

ペアトレ⑤「園・学校との連携」 フィードバック演習②

ファシリテーション概論① （最終）講師ミーティング

ファシリテーション概論②

付属資料解説

Eラーニングカリキュラム

ワーク・演習が中心
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養成講座のメリット

アセスメントから支援への
一貫した知見の獲得

機関研究員では、教員・支援
者キャリアへのプラス効果

子どもの笑顔が増え、毎日が特別な日になる
同僚・組織からの評価の上昇

研修・講演の担当
メディア・書籍での発表
学会・学術大会等での発表
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講座修了後〜２つの案内〜

資格証/修了証の送付
＝子ども発達支援専門員（資格証）
＝ペアトレ指導者（修了証）

子ども発達支援専門員＝割引参加
機関研究員＝無料参加
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受講費用
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終わりに

発達支援をもっと楽しく


